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て 卜降 した.3二-I-/ミ鉦 ヒLて肝動牡根錘?J施行時に ^Ⅰ_こ汎･1.

りどす トー-7し.ゼJL~J･1･一･･ふくこて TN-I.を行し､.そハ

後 3ニ--く(･･｢‖ヒ学療法 を行 一･､た. そしT)聞 ^ドⅠ)眩

ニ')000O-50(W)ngmlを推移 したが挿喝は徐 々に縮小し

!∴ 初回治療 上･L)半午後に Sl.(~i.Tを残す肝切除に

て根治的切除ができた.現在謹∵こ(7リ二二/lfl好左経過ろ:

とっているp

71腸 重情症 に対寸 .々:訂T'.-1甘く注腸整復昌∵安全か ?

甜 顔に難渋 した ぺ -いl′∴頼膜 炎ハ 1治験 例

望漂 慕霊 場 藤万静濃 を奈崖栗鼠禰 院∋

【症例】 J1-))/f~Hi児.他F..,'ti･こて腸藍_精工診断 され注腸

整復を試ムま-一打 しか成功せ十.願主後約19時間で当村解

合と圭一-1守こ.番付 こべ=rり､注腸軽視を施行 したが.1(≠〕

cm 肝で穿孔をきたし.緊急囲施術を行左･豆二.回盲部

重積型腸盛積で茶畑 器質的病･変は認.t十｢, r＼､･･:i-.;I/I

ン手技にて容鋸こ整復 された.穿孔部(L.E.横行結腸中央部

-で,間河には血行障害等認好,ザ∴穿孔部を昭 利?懐等上し

術後は敗血症性 .Tlr･.,'7.I)1(∴ 創部 ＼･1王tSA 感染等斗

陣取 治療に難渋 したが.呼吸.循環等全身管理にて救

命 し得,第2刑責汗liこ軽快退院 し∴二.

【考察】 一般に器質的病変畑てここい腸重積症は.･781;t凍 1'･1

時間以内であればそのほとんどが高圧注腸整緩可能とき

Jかてし､ノ三､. 本症例は発症後l酬邪針で∴ か-J~1100り1l･べ

1,.L!∴圧上い･十一通常ハ 手･f射二もかかわ{-で穿孔が_-1t:l./チ.ミ

た.本症例7日,l澗三上 ,､=-1,∴柁膜 朴 71重篤 さ}:I:示すLと

1畑二.本症に灯す~::,,こリー11∴高圧注腸や仮ハ安全性に-.~-

き再検討を:Jlは,-たい.

離 農期抗生剤接客 をこよる難治性下痢 に対 して

注便療法が奏巧 し上 1乳 児例
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近年感染症の治療や外科手術後の感染 予防をこ抗饗剤が

広範に使増されていろか.そ(71創作｢侶二 繭うl:代症 ∴し

て新たな感染症が生 じることが大 きな閣腰となってきて

いる.抗生剤Lpr)使用による消化管LT凋j作f‡汗t下軌 軟便,

悪心チ噂吐,腹痛などで,大部分の屯のぼ投客車止で軽

快するが,なかには墓篤な下痢が遷延する症例がみられ

ら. 二木 1-,(I)代表的左もハに (∴ dilli(･ilL,∴よ::_:lf為膜

性腺親や 関配5品 腺炎が挙げられるが, これは抗生剤

授尊をこよる巌内細菌叢の乱れに尭きな原因があると考え

:,凍て.そ畑 こ町辛る治噂として健常者L')健を汁腸 したり.

い十･~)かレr)種板LりIT:.1馴 馴勺細菌叢株ハ浮遊液を[-i:_8%-/jL~ろ

ことを芸より正常腺内細菌叢を太腹内をこ窪着 させる試みが

あi':'.われIlI日工今回. (■)返す感染症に対 して長期に

抗′日刊を捜 Ij･tた結果,難治性 木様性 下痢を生 し＼八二乳児

例に吋 して.付組ハ健を注腸十･t'lこししこに上里lH炉う軽快

をみた乳児例を経験 したので,若干碍考察を加えて報告

する.

射 順腔鏡 下 再障7)小児外科疾患 -し7う応 用

三宅 知鮭 骨蔵野 邦義

姦豊 鷺警 ;萱讐 鷺畠 を濃 艶紬 翠解こう

近年.醸陛鏡~卜こt･71称 ヤLT〕杯i式L;')安全性が確立さナ∴

急速に普及 し-1-~一基･そこ藩;,小児外科領域でL7)報告は′レた

い.患児L'I1発育左_tL:を考懸する上 切開別か小さく∵こす

む.(-=∴ 小児例でも腹腔鏡下手術が可能十･}:C:･L:lこしi-_｣と.

極めて衛済 と考えられる｡そこで,GER をこ対する胃食

道逆流防LL.術を,醸陸鏡 卜で施行 し得 て工と;j人を用し､て

rt;験を行い.欄蛙鏡.~~トごハ胃食道逆流防Jl･_i畑土.純粋鐙

今後小児ハ (~~;ll:tiに対す:::,常子しい術式 として期待 し得

t',tjL効左方法で卦･モ:,こしt二が′j三嘆 さ,t豆こしTlで.そJJl手順､し二

方法を述べると伴を芸9 2歳犯激児が)卵巣原発の奇形腫を

腹腔鏡下で摘出 し得た殿で予その手級を報告する.

1(い 急性粧 褒美にJk十手㍉ニ柏町錆 下胆褒摘 出術

∴

我々は平成 3年且醇月より漫逢着症に対 し腹腔鏡下限藤摘

出術を開始 し野現在までをこ55例経験 した.最初は急性胆

嚢炎は適応から外 していたが最近 2例に対 し試み,思つ

たより簡単に施行できたので若干の文献的考察を加え報

告する.


